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目 的

地域課題の解決のためにAIを活用し、
対応策の提案につなげる！



目 的

目標

AIを用いて長岡京市における2025年春の
タケノコ販売数量[kg]を予測する。



背 景

乙訓高校について

山形

京都

直線距離：約560㎞
乙訓高校

京都駅



背 景

乙訓高校について

⚫ 普通科＆スポーツ健康科学科
（春のセンバツ甲子園に出場経験あり）

⚫ 今年初めて参加

⚫ 部活動ではなく、

「総合的な探究の時間（週１回50分）」
で活動してきた



背 景

長岡京市の課題

1.安全・安心…集中豪雨、土砂災害、道路整備

2.都市の活性化…人口減少、公共施設の老朽化

3.自然環境や住環境…緑地の確保、自然環境の保全

4.資源の活用…魅力づくり、空き家の再生



背 景

ブレインストーミング



背 景

２軸分析

長岡京市の特産物
「タケノコ」がいい
んじゃない？！？



背 景

タケノコについて

●全国のタケノコ生産量 ●全国のタケノコ消費量
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京都府の生産量は
全国第３位！

山形市の世帯当たりの消費量は全国１位！
京都市は２位！



背 景

タケノコ産業の取り組みと課題

取り組み 課題

⚫ 価格の低迷

⚫ 竹林の管理

⚫ 後継者不足

⚫ 加工品の開発
（消費拡大、価値向上）

⚫ 地域の活性化

⚫ 若手農家の育成



背 景

タケノコ農家へのインタビュー

●収穫の時期
３～５月。裏年があり、隔年で豊作と不作を繰り返す。

●生育に影響を与える重要な要素
気候、光。

[乙訓産のタケノコの特徴]

・見た目の美しさ
・やわらかい食感と風味

[地質の条件]

酸性の粘土質、水はけや日当たりのよさ

●栽培において一番大変なこと
肥料をまき、土を入れること（土の入れ替え）。

タケノコ生産農家の湯川さん
置土のようす

京都式軟化栽培法
…冬に竹林全体を敷きワラ、敷き土で整備する
→やわらかくておいしいタケノコが育つ！



背 景

テーマ設定

インタビューをしてみて…

タケノコの生産は、「経験則」によるところが大きい！

と考えました

タケノコ生産の場でAIは活躍できる！



背 景

テーマ設定

AIを用いて長岡京市における2025年春の
タケノコ販売数量[kg]を予測する。



調査方法

タケノコの生育に影響を与える要素は…？

◼ 気温

◼ 降水量

◼ 日照時間

◼ 温度

◼ 土壌の質

◼ 肥料

◼ 天候

◼ 農家さんの体調や事情

◼ 地中の温度



調査方法

タケノコの生育に影響を与える要素は…？

◼ 気温

◼ 降水量

◼ 日照時間

◼ 温度

◼ 土壌の質

◼ 肥料

◼ 天候

◼ 農家さんの体調や事情

◼ 地中の温度



調査方法

仮説設定

タケノコの生育に影響を与える要素は、
「気温・降水量・日照時間・湿度」である。



調査方法

使用データ

●気象データ
気象庁が記録している過去のデータを使用。

※長岡京市には気象台がないため、京都市の
データを代わりに使用。

●タケノコの販売数量[kg]
長岡京市管内JA3支店（神足・乙訓・海印寺）

の合計量を使用。
※1998年～2023年までの26年分のデータを入手。

出典：https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/



調査方法

AIモデルの選択

◼ 正解データが数値（2025年春の収穫量[kg]）

◼ 特徴量が複数（気温・降水量・日照時間・湿度）

＋（決定木分類・線形回帰分析しか勉強できなかった…）

「重回帰分析」を採用！

scikit-learnによる



調査方法

外れ値の処理

気温・降水量・日照時間・湿度と販売数量の関係

散布図により外れ値の処理
を行おうとした

目視では確認できなかった
ため、今回はスルー



調査方法

特徴量の絞り込み

●特徴量を以下2つに絞り込んだ

「湿度・気温」

●収穫には表年と裏年がある
→「収穫年」も入れることにした

pandasから得られた相関係数リスト

気温・降水量・日照時間・湿度
と販売数量の相関

販売数量（基準値）

販売数量（前年比）

湿度

気温

収穫年

日照時間

降水量



調査方法

特徴量エンジニアリング

◼ 湿度の3乗を追加

◼ 表年と裏年を隔年で繰り返す

→西暦を2で割った余りを追加

決定係数

訓練データ：0.632 検証データ：0.222

正解データ：0.332



結 果

2025年春の販売数量



９９,４６６kg



結 果

2025年春の販売数量

今回予測した量
（99,466kg）

2025



考察とまとめ

考察

データ量が少ない

26件というデータ数は機械学習を行う上で

あまりにも少ないと考えた。

→収穫量の多い都道府県を選び、データを

収集すればより精度を高められる？

タケノコに関する知識

気象データだけでは決まらない要素が多い。

→表年・裏年、何年物の竹か？

pHや春先の地温が重要という情報もある。

しかし、データの蓄積がない…



考察とまとめ

探究を通して学んだこと

✓ 地域に関わるテーマを設定し、探究することができた

✓ AIを用いて数値予測をすることができた

✓ 市役所や企業の方と関わりながら探究を進めることができた

✓ Trial & Errorを繰り返しながら探究の過程が経験できた

✓ 地域の特産品であるタケノコについて調べることができた



考察とまとめ

今後の展望

◼ この活動を後輩にも引き継いでいきたい

◼ 継続してデータを収集し、予測精度の向上を図る → 地域に還元

◼ 画像認識AIを用いたタケノコの仕分け → ブランド化

◼ 科学的な育成方法の発見 → 後継者不足の解消

地域課題の解決につなげていきたい！



ご清聴ありがとうございました！


